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　生物資源科学部では，本年度からこれまでの生物科学
科，生命工学科，農林生産学科，地域環境科学科の 4学
科体制から，生命科学科，農林生産学科，環境共生科学
科の 3学科体制に再編し，新しい体制で教育研究を行っ
ています．4月に入学した 211 名の新入生は，新しいカ
リキュラムに従い，今回の改組に伴い新たに設置した多
数の科目を学んでいます．
　今回の改組の経緯については，昨年度の生物資源科学
部研究報告に記載しましたように，当初の意向通り進ま
なかったことは事実ですが，結果として，学部（学科）
－研究科（コース）で組織が一本化されたことによって，
学生には分かりやすく，また，学部－研究科の一貫教育
が進めやすくなりました．また，本来は学部での学年進
行に繋がる形での新研究科の設置が望ましく，入試等で
の混乱はありましたが，国立大学における大学院教育の
改革・重点化が求められる中，第 3期中期目標期間（平
成 28 年度～平成 33 年度）の 3 年目のタイミングで学
部・研究科の改組ができたことは，昨年度の人間科学部
の設置に引き続き，大学としてはアピールできるところ
となり，今年度の全国農学系学部長会議での文部科学省
高等教育局からの説明（「農学教育を取り巻く状況につ
いて」）においても，「地元産業界・自治体からの要望と
大学の強みを生かした教育研究体制を構築するための組
織再編」の例として紹介されています．
　また，生物資源科学部の改組と同時に総合理工科学部
も改組したことにより，両学部，研究科において，カリ
キュラムを大きく再構成することができました．自然科
学領域において広い視野と基礎力を身につけるための数
学，情報学，理工学を含む自然科学系共通科目を設置
し，これまでの基盤科目に加えて，基礎的科目の内容を
充実することができました．1年次には幅広い基礎的知
識と学科が対象としている学問領域について理解するこ
とを目的に，学科共通の科目を学び，コースへの分属は
2年次からとしました．各コースにおける専門領域の学
科での位置付けを理解することで，適切なコース選択を
促し，入学直後のコース分属によるミスマッチを減らせ
ることを期待しています．
　このような新しい体制の中で，次に目指すところを考
えていく必要があると思います．国立大学協会（国大協）
がまとめた「高等教育における国立大学の将来像」（平
成 30 年 1 月 26 日）では，「教育」，「研究」，「産学連携・
地域連携」，「国際展開」，「規模及び経営形態」，「マネジ

メント」の各項目について，将来の方向性と課題が提言
されています．
　「教育」では，将来の産業・社会構造の変化が見通せ
ない中，それらの変化に柔軟に対応できる人材の育成が
求められています．「専門的な知識とともに，幅広い分
野や考え方を俯瞰して，自らの判断をまとめ表現する
力」を身につけることは簡単ではありませんが，改組に
おける新しいカリキュラムや主体的学習を取り入れた科
目の整備は，この流れに沿ったものだということができ
ます．一方，専門性については，研究科における教育を
通して身につけることが必要であると思われます．単に
知識を増やし，研究手法などの技術を身につけるだけで
はなく，その過程を通しての試行錯誤や学会での成果発
表，学内外の学生・教員など研究者との議論は，体験す
ることでしかその価値が実感できないと思います．大学
院教育の充実が求められている国立大学において，より
多くの学生にそのような機会を与えられる体制を作って
いくことが必要だと思います．
　「研究」では，「これからの高度知識基盤社会において，
新しい知識・情報・技術を創造・継承・発展させるこ
と」が大学の場であるとして，その重要性を認識するこ
とが必要だと思います．「社会や産業のニーズに対応し
た応用研究・開発研究の重要性だけでなく，真理の探究
を目的とする基礎研究の重要性も理解し，多様な研究者
が相互に刺激を与え合いながら研究を行う」ことが大学
における研究の重要な点であることを社会にアピールし
ていく必要があると思います．そのためには，いずれの
研究であっても，その研究の意義や面白さを社会の人々
に理解してもらえることが必要であり，また，その研究
が学術的にも意義があることの裏付けとして，学術論文
などの成果が伴うものであることが必要だと思います．
　長年に亘る教育研究経費の削減は，大学における教育
研究活動に深刻な影響を及ぼし，研究の遂行だけではな
く，大学における人材育成への影響が危惧されていま
す．このような厳しい環境で何ができるのかが問われて
いるのだと思います．待っていても状況がよくなること
はなく，評価がますます厳しくなるばかりです．自らが
動き出すことでこの状況を打開したいと思います．
　最後になりましたが，生物資源科学部研究報告 23 号
の発刊に当たり，原稿をお寄せ頂いた先生方ならびに発
刊のためにご尽力頂いた学術研究委員会と事務担当者の
皆様に厚く御礼を申し上げます．

巻　　頭　　言

―「学部・研究科の改組にあたり」―

生物資源科学部長　井藤  和人

Dean, Prof. Dr. Kazuhito ITOH
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